
た
。
二
十
三
年
に
や
っ
と
解
放
さ
れ
帰
す
と
知
ら
さ
れ
た
が
、
本

当
に
帰
れ
る
の
か
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
に
来
る
と
、
各
所
の
兵
で
ふ
く
れ
あ
が
り
、
毎
日
革

命
歌
を
唄
い
、
順
番
を
待
つ
。
十
月
も
終
り
こ
ろ
、
や
っ
と
乗
船

で
き
た
。
ソ
連
服
を
着
、
毛
ほ
ど
の
遺
品
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

船
内
で
は
朝
ま
で
二
派
に
分
か
れ
、
激
論
を
交
わ
す
。
舞
鶴
港
に

来
て
初
め
て
実
感
が
わ
く
。

入
隊
し
て
よ
り
五
年
十
か
月
、
日
本
の
土
を
よ
う
や
く
に
し
て

踏
む
。
舞
鶴
で
の
政
府
の
報
酬
は
、
夏
冬
上
下
の
衣
類
と
千
円
で

あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
裸
一
貫
で
生
き
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
！
ソ
連

帰
り
と
白
い
目
で
見
ら
れ
、
三
年
ほ
ど
は
思
う
よ
う
に
職
に
も
つ

け
な
か
っ
た
。

最
後
に
異
国
の
地
に
眠
る
同
胞
を
偲
び
、
筆
を
欄
く
。

タ
シ
ケ
ン
ト
抑
留
記　 福
岡
県
　
日
野
治
水
　 

我
が
椿
隊
二
百
人
が
炎
天
下
の
タ
シ
ケ
ン
ト
第
五
収
容
所
に
入

所
し
た
の
は
昭
和
二
十
一
年
七
月
下
旬
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の

第
五
収
容
所
は
市
街
地
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
約
三
十
分
く
ら
い
の
郊

外
で
、
先
に
大
西
隊
約
三
百
人
、
川
崎
隊
約
二
百
人
が
入
所
し
て

お
り
、
建
築
作
業
が
主
力
、
他
に
機
械
工
場
や
道
路
建
設
等
に
も

出
役
し
て
い
た
。
入
所
と
同
時
に
前
職
の
調
査
が
あ
り
、
私
は
左

官
で
登
録
し
、
休
む
間
も
な
く
翌
日
か
ら
れ
ん
が
積
み
作
業
に
従

事
し
た
。

タ
シ
ケ
ン
ト
は
中
央
ア
ジ
ア
南
部
の
大
平
原
で
、
農
業
商
工
業

の
盛
ん
な
ウ
ズ
ベ
ツ
ク
共
和
国
の
首
都
で
あ
る
が
、
入
ソ
当
時
は

荒
廃
が
ひ
ど
か
っ
た
。
緯
度
は
青
森
県
く
ら
い
と
思
っ
た
が
、
大

陸
性
気
候
が
強
く
、
五
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
ま
で
ほ
と
ん
ど
降

雨
は
な
く
、
特
に
七
～
八
月
は
連
日
四
十
数
度
の
酷
暑
で
草
原
地

帯
は
砂
漠
と
な
る
。
積
雪
は
多
く
な
い
が
、
十
月
下
旬
か
ら
翌
年

三
月
下
旬
ま
で
は
零
下
十
度
～
三
十
度
の
酷
寒
凍
土
と
い
う
よ
う

な
所
で
あ
っ
た
が
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
沿
線
の
収
容
所
に
比
べ
、
厳

冬
の
期
間
が
短
か
っ
た
こ
と
が
不
幸
中
の
幸
い
で
あ
っ
た
と
思

う
。
夏
は
熱
く
冬
は
泥
が
凍
っ
て
左
官
作
業
は
苦
労
し
た
。
特
に

粗
悪
些
少
な
給
食
と
南
京
虫
に
は
困
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
夏
こ

ろ
か
ら
タ
シ
ケ
ン
ト
で
も
民
主
化
運
動
が
始
ま
り
、
社
会
主
義
共



鳴
者
や
、
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
、
病
弱
人
が
ぼ
つ
ぼ
つ
ダ
モ
イ
し

た
。仕
事
の
関
係
で
第
九
収
容
所
に
移
り
、
大
き
な
工
場
建
設
に
従

事
す
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
給
与
、
労
働
条
件
が
少
し
ず
つ
改
善
さ

れ
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
八
月
上
旬
突
然
帰
国
命
令
で
全
員
広
場
に
集
合

し
た
が
、
最
後
ま
で
名
前
は
呼
ば
れ
ず
失
望
落
胆
。
六
百
余
人
の

喜
び
勇
む
ダ
モ
イ
組
を
涙
を
こ
ら
え
て
見
送
る
残
留
者
は
わ
ず
か

五
十
数
人
。

約
二
万
人
と
い
わ
れ
た
タ
シ
ケ
ン
ト
地
区
抑
留
者
が
帰
国
し
、

各
収
容
所
か
ら
第
九
収
容
所
に
集
結
し
た
残
留
組
は
約
四
百
五
十

余
人
で
、
元
諜
報
関
係
、
対
ソ
侵
略
容
疑
者
、
反
ソ
的
思
想
の
人

が
多
く
「
ダ
モ
イ
な
し
」
の
流
言
が
飛
ぶ
。
満
州
か
ら
四
年
有
余

苦
労
を
と
も
に
し
た
友
も
全
部
帰
国
し
、
異
境
で
の
労
苦
失
意
で

作
業
中
も
涙
、
ラ
ー
ゲ
リ
で
も
毎
晩
泣
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
次
第
に
食
欲
も
な
く
な
り
、
精
神
的
憔
悴
と
栄

養
失
調
に
耐
え
な
が
ら
過
酷
な
強
制
労
働
に
出
役
し
て
い
た
が
、

大
陸
性
気
候
の
急
変
な
ど
で
身
体
の
諸
病
に
対
す
る
抗
病
力
の
減

少
と
疲
労
が
重
な
り
、
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
下
旬
作
業
中
両
手

足
の
関
部
痔
痛
を
自
覚
。
痔
痛
は
日
増
し
に
増
大
す
る
も
ソ
連
の

軍
医
（
女
医
）
は
痛
か
っ
た
ら
熱
が
出
る
と
受
付
け
な
い
。

昭
和
二
十
四
年
一
月
上
旬
に
は
疼
痛
の
部
位
も
両
手
首
か
ら
両

腕
、
足
関
節
へ
と
拡
大
し
、
四
十
度
近
い
発
熱
で
労
働
困
難
に
な

り
一
月
十
日
受
診
。
受
診
の
結
果
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
診
断
さ
れ

入
室
作
業
休
と
な
る
も
薬
は
な
く
、
満
足
な
手
当
て
は
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

約
二
ヵ
月
ラ
ー
ゲ
リ
内
の
軽
作
業
に
従
事
し
て
い
た
が
熱
も
下

が
り
、
手
足
の
疼
痛
は
持
続
す
る
も
身
体
検
査
で
三
級
と
な
り
、

同
僚
十
数
人
と
と
も
に
帰
国
ま
で
六
か
月
余
り
ブ
ド
ー
酒
工
場
の

雑
役
に
出
役
し
た
。
ノ
ル
マ
は
厳
し
く
な
か
っ
た
が
、
給
与
も
な

か
っ
た
。
た
だ
監
督
の
目
を
盗
ん
で
は
ブ
ド
ー
酒
を
吸
飲
し
な
が

ら
適
当
に
働
い
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
中
旬
、
待
ち
に
待
っ
た
ダ
モ
イ
、
今
度
は

名
前
が
あ
っ
た
。
初
秋
の
タ
シ
ケ
ン
ト
を
出
発
し
た
が
シ
ベ
リ
ア

は
も
う
吹
雪
で
あ
っ
た
。
帰
り
の
列
車
は
お
祭
り
気
分
で
、
二
十

五
日
目
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
。
氷
点
下
の
ナ
ホ
ト
カ
に
は
帰
国
を
待

つ
先
着
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
や
っ
と
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
た
我
が

ダ
モ
イ
組
は
社
会
主
義
再
教
育
の
た
め
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
一
か
月



余
り
後
戻
り
。

い
よ
い
よ
帰
国
の
た
め
復
員
船
栄
豊
丸
に
乗
船
で
き
た
と
き
に

は
う
れ
し
く
て
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
十
一
月
二
十
七
日
ナ
ホ
ト
カ
出

航
。復
員
船
栄
豊
丸
が
ナ
ホ
ト
カ
港
出
航
と
同
時
に
、
赤
旗
組
（
共

産
主
義
者
）
と
日
の
丸
組
（
反
共
者
）
の
対
立
抗
争
で
船
内
は
大

混
乱
。
船
長
の
指
示
で
日
の
丸
組
は
分
離
。
日
の
丸
組
と
赤
旗
組

は
船
室
を
区
分
さ
れ
、
舞
鶴
で
は
別
々
に
下
船
復
員
し
た
。

私
が
舞
信
に
上
陸
し
た
の
は
十
二
月
四
日
で
、
復
員
十
二
月
十

一
日
で
あ
る
。

村
長
さ
ん
は
じ
め
親
類
地
区
住
民
の
方
々
の
出
迎
え
を
受
け
故

郷
の
筑
波
大
石
駅
に
降
り
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
十
二

日
。
思
え
ば
赤
紙
召
集
で
故
郷
の
こ
の
駅
を
出
発
し
て
以
来
五
年

九
ヵ
月
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

忘
れ
え
ぬ
日
　々 

岩
手
県
　
梅
津
盛
一
　 

ソ
連
軍
の
指
揮
下
に
入
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
年
九
月
上
旬

だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
奉
天
地
方
の
虎
石
台
と
い
う
部
落
で
分
宿
し

て
い
た
我
々
は
、
奉
天
市
内
の
北
陵
に
集
合
さ
せ
ら
れ
た
。
約
千

人
ぐ
ら
い
の
単
位
で
他
に
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
で

は
毎
朝
の
点
呼
の
ほ
か
は
、
附
近
の
跡
片
づ
け
作
業
を
す
る
程
度

で
あ
り
、
約
一
か
月
ぐ
ら
い
は
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
。
な

に
し
ろ
戦
争
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い
つ
帰
し
て
く
れ
る

の
か
、
毎
日
そ
ん
な
話
題
で
も
ち
き
り
で
あ
っ
た
。
十
月
に
入
っ

た
こ
ろ
移
動
の
命
令
が
伝
え
ら
れ
た
。
い
よ
い
よ
内
地
へ
帰
れ
る

と
い
う
情
報
や
、
い
や
、
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
る
そ
う
だ
と
い
う

う
わ
さ
も
あ
り
、
期
待
と
不
安
に
か
ら
れ
な
が
ら
皇
姑
屯
駅
か
ら

客
車
に
乗
せ
ら
れ
た
。
何
分
に
も
戦
後
の
混
乱
期
だ
っ
た
の
で
、

輸
送
も
円
滑
で
は
な
く
、
停
車
を
し
て
い
る
時
間
の
方
が
長
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
北
へ
北
へ
と
向
か
っ
て




